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令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
づ
け
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
自
粛
を
要
請
さ
れ
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
の
復
活
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
経
済

社
会
活
動
の
正
常
化
が
進
み
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
普
及
啓
発
活
動

及
び
受
注
拡
大
に
向
け
た
活
動
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
末
を
以
て
公

共
か
ら
の
大
口
受
注
が
一
部
終
了
し
た
こ
と
な

ど
の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
度
に
比
べ
令
和
５
年

度
の
契
約
金
額
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
数
は
、
区
民
祭
等
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

従
来
か
ら
の
取
組
に
加
え
、
区
役
所
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
の
出
張
入
会
説
明
会
な
ど
を
新
た
に

開
催
し
た
結
果
、
令
和
４
年
度
の
入
会
者
数
を

上
回
る
５
２
９
人
の
入
会
者
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
５
年
度
末
に
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
度
よ

り
退
会
者
が
増
加
し
た
た
め
会
員
増
加
数
は
前

年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
葬
祭
場
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
及
び
「
か
わ

さ
き
北
部
斎
苑
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
事
業

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
々
増
加
し
続
け
る

川
崎
市
の
火
葬
件
数
に
対
応
す
る
た
め
、
南
北

斎
苑
で
の
夏
期
・
冬
期
の

友
引
日
開
苑
や
、
北
部
斎

苑
の
火
葬
件
数
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
、
令
和
５
年

度
火
葬
計
画
を
上
回
る
件

数
の
火
葬
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　

　

　
令
和
６
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
28
日

に
、
令
和
６
年
度
定
時
評
議
員
会
及
び
第
１
回
臨

時
理
事
会
が
６
月
26
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

各
役
員
会
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

定
時
理
事
会

【
議
　
案
】

①
令
和
５
年
度 

事
業
報
告
及
び
事
業
報
告
の

附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

②
令
和
５
年
度 
決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承

認
に
つ
い
て

③
評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

④
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑤
令
和
６
年
度 

定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び

場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定
に

つ
い
て

定
時
評
議
員
会

【
議
　
案
】

①
令
和
５
年
度 

決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承

認
に
つ
い
て

②（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

役
員
及
び
評
議
員
の
報
酬
等
並
び
に
費
用
に

関
す
る
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

③
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会

【
議
　
案
】

　
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

令
和
6
年
度  

第
１
回  

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
等
の
開
催

令
和
6
年
度  

第
１
回  

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
等
の
開
催

事業実績前年度対比令和５年度  決算報告（正味財産増減計算書）

事
業
報
告

（１）

定
時
評
議
員
会
の
様
子

令和４年度
4,080人
2,229人
6,309人
1,801人

147,332千円
651,186千円
130,124千円
928,642千円

28.5%

令和５年度
4,184人
2,331人
6,515人
1,806人

83,008千円
666,675千円
128,782千円
878,465千円

27.7%

対前年度比
102.5%
104.6%
103.3%
100.3%

56.3%
102.4%

99.0%
94.6%
－

項　　　目
  男
 会 員 数 女
  計
就 業 実 人 員
  公共
 契 約 金 額 企業
  個人
  計
就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
職業紹介事業受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金等
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑損

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
878,465,078
247,358,168

8,205,314
0

44,758
2,225

529,000
96,197,000

0
30,146

1,230,831,689
1,186,405,505

37,063,796
1,223,469,301

7,362,388
0
0

759,000
0

759,000
▲ 759,000
6,603,388

277,730,143
284,333,531

（単位：円）（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）
科　　　　　　目



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

　
６
月
18
日
（
火
）、
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、 

①
令
和
６
年
度
「
安
全

就
業
標
語
及
び
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
」
の
選
定 

②

令
和
５
年
度
の
委
員
会
及
び
各
事
務
所
の
安
全
・
適
正
就

業
対
策
会
議
の
事
業
報
告 
③
令
和
５
年
度
事
故
発
生
状

況
に
つ
い
て
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
は
43
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員

会
で
選
定
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
１
作
品
、
優
秀
が

２
作
品
、
佳
作
が
３
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
体
験
事
例
」

は
５
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

優
秀
作
品
１
作
品
、
佳
作
１

作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
事
故
発
生
状

況
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
傷
害
事
故
は
８
件
減

少
の
11
件
、
賠
償
事
故
は
２

件
増
加
の
９
件
と
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
就
業
標
語

〇
最
優
秀
作
品

 「
安
全
は
周
り
を
よ
く
見
て
確
認
を

心
と
時
間
の
余
裕
か
ら
」

　
　村
松

　正
義

　南
部
会
員

令
和
６
年
度 

第
１
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催

「
安
全
就
業
標
語
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

体
験
事
例
」の
選
考
結
果
に
つ
い
て 安全・適正就業委員会の様子　

〇
優
秀
作
品

 「
焦
ら
ず
に
　時
間
掛
け
て
も
　手
順
踏
む
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　松
井

　晃

　北
部
会
員

 「
焦
る
な
急
ぐ
な
怠
る
な
事
前
準
備
と
あ
と
始
末
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　岡
田

　明

　北
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
岡
田 

友
一 

中
部
会
員
、
尾
上 

五
郎 

中
部
会
員
、
髙
橋 

國
雄 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例

〇
優
秀
作
品

　
　
　
　
　
　
　諸
岡

　敏
雄

　南
部
会
員

　【
仕
事
の
内
容
】
ビ
ル
の
清
掃

　【
い
つ
ど
こ
で
】
令
和
５
年
８
月
下
旬

　【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
】

　
　
晴
れ
た
猛
暑
の
夏
、
午
前
中
、
ビ
ル
の
屋
外
で
作

業
中
、
頭
が
く
ら
く
ら
し
た
（
目
眩
が
し
た
）。
屋

内
に
戻
り
、
少
し
休
憩
を
取
っ
た
。
そ
の
後
、
身
体

が
回
復
し
た
。

　【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
発
生
し
た
理
由
、
原
因
、
改
善

点
等
】

　
　
連
日
、
猛
暑
が
続
い
た
た
め
、
仕
事
の
途
中
で
休

憩
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

　
佳
作
と
し
て
、
中
村 

和
成
　
南
部
会
員
が
入
選
し
ま

し
た
。

※
シ
ル
バ
ー
川
崎
第
94
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
神
奈
川
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
が
募
集
す
る
安
全
就

業
標
語
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
は
実
施
さ
れ
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

〇
優
秀
作
品

　「焦
ら
ず
に
　時
間
掛
け
て
も
　手
順
踏
む
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　松
井

　晃

　北
部
会
員

　「焦
る
な
急
ぐ
な
怠
る
な
事
前
準
備
と
あ
と
始
末
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　岡
田

　明

　北
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
岡
田 

友
一 

中
部
会
員
、
尾
上 

五
郎 

中
部
会
員
、
髙
橋 

國
雄 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例

〇
優
秀
作
品

　
　
　
　
　
　
　諸
岡

　敏
雄

　南
部
会
員

　【
仕
事
の
内
容
】
ビ
ル
の
清
掃

　【
い
つ
ど
こ
で
】
令
和
５
年
８
月
下
旬

　【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
】

　
　
晴
れ
た
猛
暑
の
夏
、
午
前
中
、
ビ
ル
の
屋
外
で
作

業
中
、
頭
が
く
ら
く
ら
し
た
（
目
眩
が
し
た
）。
屋

内
に
戻
り
、
少
し
休
憩
を
取
っ
た
。
そ
の
後
、
身
体

が
回
復
し
た
。

　【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
発
生
し
た
理
由
、
原
因
、
改
善

点
等
】

　
　
連
日
、
猛
暑
が
続
い
た
た
め
。
・
仕
事
の
途
中
で

休
憩
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

　
佳
作
と
し
て
、
中
村 

和
成
　
南
部
会
員
が
入
選
し
ま

し
た
。

　熱中症とは、室温や気温が高い中での作業により、体内の水分や塩分などのバランスが崩れ、体温の調
節機能が働かなくなることで、体温上昇、めまい、けいれんや意識の異常などの症状を起こす病気です。
室内でも室温や湿度が高いために熱中症になる場合があります。作業環境の把握はもちろんですが、普段
からの体調管理も重要です。
● 「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
● 「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
● 屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。
また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。

● 体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
● 複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。
● 「熱中症警戒アラート」発表時など、熱中症の危険性が極めて高くなると予測される場合は、屋外での
作業などは無理をせず、見合わせるなど、熱中症予防行動を踏まえたスケジュール管理を行いましょう。

　安全・適正就業委員会からのお知らせ

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

（２）
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◎
令
和
６
年
度 

第
１
回

　
　
地
域
班
全
体
連
絡
会
議
開
催
　
　

　
５
月
28
日
（
火
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
題
は
、
令
和
５
年
度
の
地
域
班
活
動
と
し
て
、
各
事

務
所
か
ら
、
地
域
班
会
議
の
開
催
状
況
、
チ
ラ
シ
配
布
活

動
及
び
普
及
啓
発
活
動
の
参
加
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位

置
づ
け
が
「
５
類
感
染
症
」
に
な
っ
た
こ
と
で
、
国
内
で

は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
再
開
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー

で
も
本
格
的
な
普
及
啓
発
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
地

域
班
に
よ
る

会
員
募
集
の

チ
ラ
シ
配
布

は
、
全
市
で

約
２
万
９
千

枚
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

地域班全体会議の様子

地
域
班
だ
よ
り

地
域
班
だ
よ
り

　令和５年度は令和４年度と比較すると、傷害事故は８件減少、賠償事故は２件増加
となりました。
　傷害事故については、約６４％が「転倒」による事故という結果になりました。
　賠償事故については、いずれの事故もちょっとした気の緩みや不注意から起こっ
てしまったという報告があがっています。
　今回最も多かった「転倒事故」については、ほとんどが「滑り」「つまずき」によるも
のとなっています。
　転倒事故については、運動・身体能力の違いや行動に起因するため、具体的な対
応が取りづらいという点があります。そのため会員一人ひとりの安全意識の向上を
図ることが重要です。そして、急ぐ時こそ、あせらず、落ちついて、行動するという点
を念頭に置いておくことが大切です。また、筋力が衰えると、歩行時につま先が上が
りにくくなり、結果としてつまずいて転倒というケースも少なくありません。
　脚の筋肉を鍛える、歩き方を変える、つま先部の高さがある靴を選ぶなどが、転
倒防止対策のポイントの１つになります。特に大切なのが、日々の生活の中で普段
から「運動」を意識することで、運動習慣を身につけることができます。
　ご自身の生活や環境を振り返ってみて、少しでも身体を動かす機会を作りだし、
「運動」を習慣化していきましょう。

令和５年度 事故件数に関する分類について

（３）

①就業／途上別

就業中
16件

途上
4件

75～79歳
8件

60～64歳
1件80歳以上

3件
65～69歳
1件

男性
14件

女性
6件

②年齢別

70～74歳
7件

⑤賠償事故内訳④傷害事故内訳

転倒
7件

③男女別内訳

事故発生件数

蜂、犬、蛇等に
刺され、噛まれ

2件

墜落、転落
1件

その他1件 器具・用具を
接触させて
損壊
5件

倒したり、
ぶつけたり
して損壊
1件

飛散させた
もので損壊
1件

その他
就業中の損壊

2件

事故種別

傷害

賠償

合計

 令和 
４年度

19件

7件

26件

 令和 
５年度

11件

9件

20件

増減

－8件

  2件

－6件



　

私
が
お
す
す
め
す
る
「
布
」

中
部
事
務
所
会
員

　小
堀

　佐
千
子

　
布
大
好
き
人
間
で
す
。

　
私
は
布
を
捨
て
ら
れ
な
い
。
シ
ー
ツ
、

布
団
カ
バ
ー
、
カ
ー
テ
ン
、
パ
ジ
ャ
マ
、

洋
服
等
す
べ
て
使
え
る
所
を
ミ
ニ
ハ
ン

カ
チ
く
ら
い
か
、
ク
イ
ッ
ク
ル
ワ
イ
パ

ー
の
掃
除
用
の
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
て

利
用
し
ま
す
。

　
そ
の
布
達
は
、
大
活
躍
し
て
く
れ
ま

す
。
あ
る
と
き
は
フ
キ
ン
に
。
あ
る
時

は
ハ
ン
カ
チ
に
。
あ
る
時
は
雑
巾
に
。

と
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
洗

っ
て
何
度
も
く
り
返
し
使
っ
て
い
ま
す
。

　
布
を
使
う
お
か
げ
で
紙
の
ゴ
ミ
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
が
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
か
ら
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
仕
事
に
も
ず
い
分
役
立
ち
ま
し

た
。

　
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
布
は
、
最
後
は

雑
巾
と
な
り
、
最
後
迄
働
い
て
く
れ
ま

し
た
。

私
が
お
す
す
め
す
る 「
絵
手
紙
」

南
部
事
務
所
会
員

　羽
山

　真
紀
子

　
定
年
を
迎
え
て
か
ら
、
本
格
的
に
か

く
よ
う
に
な
っ
た
絵
手
紙
。
今
で
は
た

く
さ
ん
の
方
と
絵
手
紙
交
流
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
絵
手
紙
は
認
知
症
の
予
防
に
も
な
り

ま
す
。
モ
チ
ー
フ
を
よ
く
見
て
、
相
手

の
方
を
思
い
、
言
葉
を
考
え
て
、
手
で

か
き
ま
す
。
モ
チ
ー
フ
を
探
し
て
散
歩

を
す
る
と
運
動
に
も
な
り
ま
す
。
思
い

出
せ
な
い
漢
字
を
ス
マ
ホ
や
辞
書
で
調

べ
ま
す
。

　
今
は
ス
マ
ホ
と
い
う
便
利
な
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
手
書
き
の
絵
手
紙
は
も

ら
う
と
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
。
便
利

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
自
分
に
し
か
か
け

な
い
絵
手
紙
を
か
い
て
お
友
達
に
送
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
で
す
よ
。

登録者
増加中

　昨今の情報伝達のデジタル化や郵送料等通信費の負担増などに対応していくため、当センターでは会員サイト
「Smile to Smile」で配分金明細書が確認できるサービスの機能追加を予定しております。まだ「Smile to Smile」に

　ご登録が済んでいない方は、ご登録をお願いいたします。

問合せ先
　（公財）川崎市シルバー人材センター　経営課
　電話　０４４－２２２－６８８６

会員専用ホームページ

お申し込み受付中！

会員のみなさま！
ぜひご登録ください！！

●Smile to Smile（スマイル トゥ スマイル）とは

配分金明細書のデジタル化について（派遣事業の給与明細書を除く）

センターからの情報を、ご自宅のパソコンやスマホ、タブレットで見ることができます。インターネットの会員専用
ＷＥＢサイトへアクセスし、「センターからのお知らせ」や「就業情報」を素早くタイムリーに確認できるサービスです。

●サービス利用の流れ
②

ＩＤ通知書が
封書で届く

③

「 」の
WEBサイトにログイン

④

新しいパスワードと
メールアドレスを登録

⑤

サービス利用
スタート!!

①

申込

※利用料金は無料ですが、インターネット接続の通信料などはご本人の負担となります。
Smile

 
to Smile

ログイン画面
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会
員
の
ひ
ろ
ば  

テ
ー
マ「
私
が
お
す
す
め
す
る
◯
◯
」

（４）

早川会員    保坂会員   　江部会員

巡回中の作業の様子

「
武
蔵
溝
ノ
口
駅
周
辺
」
に
お
い
て

放
置
自
転
車
等
の
指
導
･
啓
発
活
動

業
務
で
活
躍
中
の
会
員
さ
ん
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（５）

　
　

　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
に
「
武
蔵
溝
ノ
口
駅
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
駅
改
札
と
連
絡
通
路
約
1
0
0
ｍ
西
に
は
東
急
田
園
都

市
線
の
「
溝
の
口
駅
」
が
あ
り
ま
す
。

　
武
蔵
溝
ノ
口
駅
の
北
側
と
南
側
に
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
あ
っ
て
乗
降
客
や
地
域
の
住
民
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
放
置
自
転
車
等
の
指
導
・
啓
発
・
撤
去
指
導

の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
早
川
会
員
と
保
坂
会
員
を
取
材

し
ま
し
た
。
な
お
、
私
も
一
緒
に
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

【（
社
）川
崎
市
交
通
安
全
協
会
責
任
者
鈴
木
様
の
お
話
】

　
こ
の
放
置
自
転
車
等
指
導
・
啓
発
活
動
業
務
は
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
お
願
い
し
、
武
蔵
溝
ノ
口
駅
周
辺
の
自
転

車
等
放
置
禁
止
区
域
に
お
い
て
、
自
転
車
放
置
防
止
の
た

め
の
巡
回
に
よ
る
啓
発
、
駐
輪
場
へ
の
案
内
・
誘
導
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
へ
の
放
置
車
両
情
報
の
入
力
等
を
会
員
の
皆
様

に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様

は
、
本
業
務
に
対

し
て
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
、
お
か
げ

さ
ま
で
駅
周
辺
に

あ
っ
た
放
置
自
転

車
は
減
少
が
見
ら

れ
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

【
早
川
会
員
の
話
】

　
昨
年
の
４
月
か
ら
就
業
し
て
い
ま
す
。
就
業
日
は
月
に

４
〜
６
日
程
度
で
１
日
３
時
間
の
就
業
で
す
。
３
人
で
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
当
日
は
２
人
が
業
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
る
方
や
自
転
車
を
運
転

し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
巡
回
で
は
そ
の
方
と
接
触
し

て
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
私
は
以
前
梶
ヶ
谷
駅
周
辺
で
の
放
置
自
転
車
等
の
指

導
・
啓
発
活
動
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
の
所
有
者
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
納
得
し
て
い
た

だ
け
る
ま
で
に
苦
慮
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
の
で
、
以
後

慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
そ
の
よ

う
な
ク
レ
ー
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
雨
天
時
や
夏
の
猛
暑
は
非
常
に
辛
い
の
で
す
が
、
仕
事

が
終
わ
っ
た
と
き
に
は
や
り
遂
げ
た
と
い
う
充
実
感
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
道
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

案
内
が
で
き
た
時
に
は
感
謝
さ
れ
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て

い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
健
康
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
仕
事
を
し
て
か
ら
さ
ら
に
足
腰
が
丈
夫
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
健
康
な
の
で
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
保
坂
会
員
の
話
】

　
私
も
昨
年
か
ら
こ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

北
口
の
放
置
自
転
車
が
多
い
地
域
を
担
当
し
て
い
ろ
い

ろ
ト
ラ
ブ
ル
等
を
経
験
し
ま
し
た
。「
こ
こ
に
自
転
車
を

置
き
た
い
。
置
け
な
い
と
は
な
ん
で
な
ん
だ
」
と
怒
鳴

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
相
手
の
方
が
興
奮
し
て

い
る
と
き
は
た
だ
聞
き
置
く
に
と
ど
め
て
そ
の
場
を
去

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
放
置
自
転
車
が
あ
る
と
歩
行

者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
、
自
転
車
と
接
触
し
て
転
倒

す
る
な
ど
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
自
分
勝
手
な
言

い
分
は
こ
の
混
雑
し
た
駅
前
で
は
慎
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
真
夏
の
猛
暑
で
は
汗
が
止
ま
ら
な
く
、
ま
た
南

口
周
辺
の
急
坂
は
身
体
が
き
つ
く
大
変
で
し
た
。

　
こ
の
仕
事
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
接
し
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　
私
も
放
置
自
転

車
に
警
告
札
を
付

け
て
い
る
と
き
に

所
有
者
が
戻
っ
て

来
る
と
い
っ
た
経

験
が
あ
り
、
警
告

札
を
外
し
な
が
ら

駐
輪
場
の
利
用
を

丁
寧
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。ま
た
、

制
服
の
ベ
ス
ト
、

腕
章
を
付
け
て
歩

い
て
い
る
だ
け
で

も
、
駐
車
し
よ
う

と
し
て
止
め
た
人
を
見
か
け
る
の
で
、
啓
発
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
駅
周
辺
の
道
路
や
歩
道
は
、
白
杖
の
方
や
足
の
不
自
由

な
方
、
子
供
連
れ
の
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
を
路
上
に
放
置
さ
れ
る
と
通
行
の
邪
魔

に
な
り
事
故
の
原
因
に
な
る
の
で
、
歩
行
者
等
の
安
全
の

た
め
啓
発
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
お
二
人
は
経
験
豊
富
の
上
、
紳
士
的
で
温
和
な
性
格
で

す
の
で
、
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
互
い
健
康
に
留
意
し
、
転
倒
な
ど
の
事

故
の
無
い
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歩

行
者
、
足
の
不
自
由
な
方
の
安
全
・
安
心
の
た
め
放
置
自

転
車
等
の
指
導
・
啓
発
活
動
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
江
部
　
英
夫



早川会員    保坂会員   　江部会員

巡回中の作業の様子

「
武
蔵
溝
ノ
口
駅
周
辺
」
に
お
い
て

放
置
自
転
車
等
の
指
導
･
啓
発
活
動

業
務
で
活
躍
中
の
会
員
さ
ん
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（５）

　
　

　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
に
「
武
蔵
溝
ノ
口
駅
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
駅
改
札
と
連
絡
通
路
約
1
0
0
ｍ
西
に
は
東
急
田
園
都

市
線
の
「
溝
の
口
駅
」
が
あ
り
ま
す
。

　
武
蔵
溝
ノ
口
駅
の
北
側
と
南
側
に
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
あ
っ
て
乗
降
客
や
地
域
の
住
民
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
放
置
自
転
車
等
の
指
導
・
啓
発
・
撤
去
指
導

の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
早
川
会
員
と
保
坂
会
員
を
取
材

し
ま
し
た
。
な
お
、
私
も
一
緒
に
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

【（
社
）川
崎
市
交
通
安
全
協
会
責
任
者
鈴
木
様
の
お
話
】

　
こ
の
放
置
自
転
車
等
指
導
・
啓
発
活
動
業
務
は
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
お
願
い
し
、
武
蔵
溝
ノ
口
駅
周
辺
の
自
転

車
等
放
置
禁
止
区
域
に
お
い
て
、
自
転
車
放
置
防
止
の
た

め
の
巡
回
に
よ
る
啓
発
、
駐
輪
場
へ
の
案
内
・
誘
導
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
へ
の
放
置
車
両
情
報
の
入
力
等
を
会
員
の
皆
様

に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様

は
、
本
業
務
に
対

し
て
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
、
お
か
げ

さ
ま
で
駅
周
辺
に

あ
っ
た
放
置
自
転

車
は
減
少
が
見
ら

れ
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

【
早
川
会
員
の
話
】

　
昨
年
の
４
月
か
ら
就
業
し
て
い
ま
す
。
就
業
日
は
月
に

４
〜
６
日
程
度
で
１
日
３
時
間
の
就
業
で
す
。
３
人
で
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
当
日
は
２
人
が
業
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
る
方
や
自
転
車
を
運
転

し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
巡
回
で
は
そ
の
方
と
接
触
し

て
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
私
は
以
前
梶
ヶ
谷
駅
周
辺
で
の
放
置
自
転
車
等
の
指

導
・
啓
発
活
動
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
の
所
有
者
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
納
得
し
て
い
た

だ
け
る
ま
で
に
苦
慮
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
の
で
、
以
後

慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
そ
の
よ

う
な
ク
レ
ー
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
雨
天
時
や
夏
の
猛
暑
は
非
常
に
辛
い
の
で
す
が
、
仕
事

が
終
わ
っ
た
と
き
に
は
や
り
遂
げ
た
と
い
う
充
実
感
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
道
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

案
内
が
で
き
た
時
に
は
感
謝
さ
れ
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て

い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
健
康
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
仕
事
を
し
て
か
ら
さ
ら
に
足
腰
が
丈
夫
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
健
康
な
の
で
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
保
坂
会
員
の
話
】

　
私
も
昨
年
か
ら
こ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

北
口
の
放
置
自
転
車
が
多
い
地
域
を
担
当
し
て
い
ろ
い

ろ
ト
ラ
ブ
ル
等
を
経
験
し
ま
し
た
。「
こ
こ
に
自
転
車
を

置
き
た
い
。
置
け
な
い
と
は
な
ん
で
な
ん
だ
」
と
怒
鳴

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
相
手
の
方
が
興
奮
し
て

い
る
と
き
は
た
だ
聞
き
置
く
に
と
ど
め
て
そ
の
場
を
去

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
放
置
自
転
車
が
あ
る
と
歩
行

者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
、
自
転
車
と
接
触
し
て
転
倒

す
る
な
ど
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
自
分
勝
手
な
言

い
分
は
こ
の
混
雑
し
た
駅
前
で
は
慎
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
真
夏
の
猛
暑
で
は
汗
が
止
ま
ら
な
く
、
ま
た
南

口
周
辺
の
急
坂
は
身
体
が
き
つ
く
大
変
で
し
た
。

　
こ
の
仕
事
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
接
し
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　
私
も
放
置
自
転

車
に
警
告
札
を
付

け
て
い
る
と
き
に

所
有
者
が
戻
っ
て

来
る
と
い
っ
た
経

験
が
あ
り
、
警
告

札
を
外
し
な
が
ら

駐
輪
場
の
利
用
を

丁
寧
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。ま
た
、

制
服
の
ベ
ス
ト
、

腕
章
を
付
け
て
歩

い
て
い
る
だ
け
で

も
、
駐
車
し
よ
う

と
し
て
止
め
た
人
を
見
か
け
る
の
で
、
啓
発
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
駅
周
辺
の
道
路
や
歩
道
は
、
白
杖
の
方
や
足
の
不
自
由

な
方
、
子
供
連
れ
の
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
を
路
上
に
放
置
さ
れ
る
と
通
行
の
邪
魔

に
な
り
事
故
の
原
因
に
な
る
の
で
、
歩
行
者
等
の
安
全
の

た
め
啓
発
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
お
二
人
は
経
験
豊
富
の
上
、
紳
士
的
で
温
和
な
性
格
で

す
の
で
、
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
互
い
健
康
に
留
意
し
、
転
倒
な
ど
の
事

故
の
無
い
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歩

行
者
、
足
の
不
自
由
な
方
の
安
全
・
安
心
の
た
め
放
置
自

転
車
等
の
指
導
・
啓
発
活
動
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
江
部
　
英
夫
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◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
及
び

　巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　 

令
和
６
年
３
月
21
日（
木
）

　
北
部
事
務
所
１
階
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

第
２
回
と
な
る
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を

実
施
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
安
全
・
適
正
就
業
委
員
及

び
事
務
所
対
策
員
４
名
が
出
席
し
、
事
務
局
か
ら
「
令

和
５
年
度 

第
２
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
報
告

に
つ
い
て
」「
次
年
度
の
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
推

進
実
行
計
画
表
に
つ
い
て
」
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
次
年
度
の
実
行
計
画
表

の
内
容
や
今
年
度
に
発
生
し
た
事
故
の
内
容
に
つ
い
て

な
ど
の
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
後
、
今
年
度
３
回
目
と
な
る
安
全
・
適
正
就
業

巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
巡
回
場
所
は
、

小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
で
、
就
業
会
員
は
放
置

自
転
車
等
啓
発
業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
巡
回
は
会
議

に
出
席
し
た
委
員
及
び
対
策
員
で
実
施
し
ま
し
た
。
最

初
に
会
員
の
就
業
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
就
業
会

員
に
対
し
て
就
業
内
容
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

　
巡
回
を
行
っ
た
委
員
や
対
策
員
か
ら
は「
就
業
中
は
、

歩
行
者
や
自
転
車
に
気
を
配
り
接
触
等
の
事
故
の
な
い

よ
う
、
ま
た
、
声
が
け
し
た
人
に
対
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に

繋
が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
対
応
に
努
め
て
お
り
、
安

全
・
適
切
な
就
業
を
確
認
し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
令
和
６
年
６
月
24
日（
月
）

出
席
者
４
名

　
第
１
回
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
昨
年
度
に
発
生
し
た

事
故
状
況
の
報
告
と
分
析
を
行
い
、
対
策
員
と
の
間
で

情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
の

事
故
再
発
防
止
に
向
け
、
対
策
員
の
経
験
か
ら
様
々
な

防
止
策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

①
除
草
や
植
木
剪
定
作
業
で
発
生
す
る
配
線
コ
ー
ド
等

の
切
断
防
止
は
、
自
分
で
確
認
す
る
以
外
に
発
注
者

に
も
事
前
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
場
所
を
確
認

す
る
。

②
脚
立
の
転
倒
防
止
は
、
設
置
の
際
に
、
体
重
を
か
け

て
安
定
性
を
確
認
す
る
。

③
刈
払
機
で
の
石
撥
ね
事
故
防
止
は
、
雨
戸
や
網
戸
を

閉
め
て
も
ら
い
、
付
近
に
車
等
が
な
い
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
。

④
夜
間
の
建
物
管
理
で
の
飲
酒
し
て
い
る
来
訪
者
等
へ

の
対
応
は
、
傾
聴
態
度
に
気
を
つ
け
、
直
接
対
面
し

て
接
す
る
。

⑤
熱
中
症
対
策
で
は
、
様
々
な
便
利
グ
ッ
ズ
を
活
用
し

て
各
自
が
工
夫
し
て
対
応
す
る
。
等
々

　
当
セ
ン
タ
ー
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
仕
事
と
し
て
は
、

就
業
頻
度
は
週
３
日
程
度
、
就
業
時
間
は
２
、
３
時
間

程
度
で
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
時
に
は
外
仕
事
の
た
め
、
水
分
補
給
の
時
間
と

し
て
、
適
度
に
休
み
を
取
り
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
巡
回
指
導
の
際
に
は
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
な
ど
、
暑
さ
対
策
も
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
か
ら
は
、
お
墓
の
周
り
は
高

台
に
な
っ
て
い
て
階
段
も
多
い
が
、
会
員
は
上
り
下
り

も
急
が
ず
、
し
っ
か
り
周
囲
を
確
認
し
て
危
険
を
回
避

し
な
が
ら
作
業
さ
れ
て
い
る
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

　
南
部
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
巡

回
指
導
等
を
通
じ
て
事
故
防
止
の
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

★
除
草
作
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
方
へ

　
南
部
事
務
所
で
は
、
除
草
作
業
へ
の
就
業
を
希

望
す
る
会
員
を
対
象
に
、
随
時
、
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
除
草
作
業
は
、
屋
外
で
の
厳
し
い
お
仕
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

川
崎
区
、
幸
区
、
中
原
区
に
お
住
ま
い
で
除
草
作

業
に
関
心
の
あ
る
方
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
南
部
事
務
所（
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
0
）

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　     

令
和
６
年
７
月
３
日（
水
）

　
高
津
区
に
あ
る
蓮
花
寺
に
お
け
る
屋
外
清
掃
作
業
の

現
場
を
中
部
事
務
所
の
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策

員
と
職
員
２
名
の
計
４
名
で
巡
回
し
ま
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

                  

令
和
６
年
７
月
10
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
令
和
６
年
度
第
１
回
中

部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
実
施
し
ま
し

た
。

　「
令
和
６
年
度
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
報
告
」

「
熱
中
症
の
予
防
」「
植
木
・
除
草
作
業
会
員
へ
の
熱
中

症
予
防
の
周
知
」
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
事
務
局
か

ら
報
告
・
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
事
故
発
生
状
況
と
し
て
、
中
部
事
務

所
で
は
傷
害
事
故
は
昨
年
度
に
対
し
て
半
分
以
下
に
減

少
し
た
も
の
の
、
賠
償
事
故
が
１
件
増
加
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
事
務
所
と
し
て
は
令
和
６
年
度
は
事
故

減
少
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
新
旧
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
名
と
事
務
局

職
員
４
名
が
出
席
し
、
所
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
「
出
席

者
の
自
己
紹
介
」「
家
事
援
助
・
子
育
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
及
び
実
績
つ
い
て
」「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

具
体
的
な
役
割
及
び
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
」
の
順
に

進
行
し
ま
し
た
。

　
前
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、「
実
体
験
を
踏

ま
え
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
に
つ
い
て
」
の
説
明

が
あ
り
、
新
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
業
務

内
容
や
、
業
務
で
留
意
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
の
質

問
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　 

◆
家
事
援
助
・
子
育
支
援
サ
ー
ビ
ス

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
説
明
会

令
和
６
年
５
月
15
日（
水
）

　
北
部
事
務
所
１
階
会
議
室
に
お
い
て
、
家
事
援
助
・

子
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
の
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
北
部
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ま
で

１
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
同
業
務
を
担
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
方
が
勇
退
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

後
任
と
し
て
２
名
の
方
に
、
同
業
務
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
お
二
方
に
事
務
所
へ
来
所
い
た
だ

き
、
同
業
務
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

安全・適正就業対策会議の様子

巡回の様子

業務説明会の様子
!"#$%&'()!"*+,
-./01234567089
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◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
及
び

　巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　 

令
和
６
年
３
月
21
日（
木
）

　
北
部
事
務
所
１
階
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

第
２
回
と
な
る
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を

実
施
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
安
全
・
適
正
就
業
委
員
及

び
事
務
所
対
策
員
４
名
が
出
席
し
、
事
務
局
か
ら
「
令

和
５
年
度 

第
２
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
報
告

に
つ
い
て
」「
次
年
度
の
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
推

進
実
行
計
画
表
に
つ
い
て
」
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
次
年
度
の
実
行
計
画
表

の
内
容
や
今
年
度
に
発
生
し
た
事
故
の
内
容
に
つ
い
て

な
ど
の
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
後
、
今
年
度
３
回
目
と
な
る
安
全
・
適
正
就
業

巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
巡
回
場
所
は
、

小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
で
、
就
業
会
員
は
放
置

自
転
車
等
啓
発
業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
巡
回
は
会
議

に
出
席
し
た
委
員
及
び
対
策
員
で
実
施
し
ま
し
た
。
最

初
に
会
員
の
就
業
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
就
業
会

員
に
対
し
て
就
業
内
容
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

　
巡
回
を
行
っ
た
委
員
や
対
策
員
か
ら
は「
就
業
中
は
、

歩
行
者
や
自
転
車
に
気
を
配
り
接
触
等
の
事
故
の
な
い

よ
う
、
ま
た
、
声
が
け
し
た
人
に
対
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に

繋
が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
対
応
に
努
め
て
お
り
、
安

全
・
適
切
な
就
業
を
確
認
し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
令
和
６
年
６
月
24
日（
月
）

出
席
者
４
名

　
第
１
回
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
昨
年
度
に
発
生
し
た

事
故
状
況
の
報
告
と
分
析
を
行
い
、
対
策
員
と
の
間
で

情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
の

事
故
再
発
防
止
に
向
け
、
対
策
員
の
経
験
か
ら
様
々
な

防
止
策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

①
除
草
や
植
木
剪
定
作
業
で
発
生
す
る
配
線
コ
ー
ド
等

の
切
断
防
止
は
、
自
分
で
確
認
す
る
以
外
に
発
注
者

に
も
事
前
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
場
所
を
確
認

す
る
。

②
脚
立
の
転
倒
防
止
は
、
設
置
の
際
に
、
体
重
を
か
け

て
安
定
性
を
確
認
す
る
。

③
刈
払
機
で
の
石
撥
ね
事
故
防
止
は
、
雨
戸
や
網
戸
を

閉
め
て
も
ら
い
、
付
近
に
車
等
が
な
い
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
。

④
夜
間
の
建
物
管
理
で
の
飲
酒
し
て
い
る
来
訪
者
等
へ

の
対
応
は
、
傾
聴
態
度
に
気
を
つ
け
、
直
接
対
面
し

て
接
す
る
。

⑤
熱
中
症
対
策
で
は
、
様
々
な
便
利
グ
ッ
ズ
を
活
用
し

て
各
自
が
工
夫
し
て
対
応
す
る
。
等
々

　
当
セ
ン
タ
ー
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
仕
事
と
し
て
は
、

就
業
頻
度
は
週
３
日
程
度
、
就
業
時
間
は
２
、
３
時
間

程
度
で
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
時
に
は
外
仕
事
の
た
め
、
水
分
補
給
の
時
間
と

し
て
、
適
度
に
休
み
を
取
り
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
巡
回
指
導
の
際
に
は
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
な
ど
、
暑
さ
対
策
も
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
か
ら
は
、
お
墓
の
周
り
は
高

台
に
な
っ
て
い
て
階
段
も
多
い
が
、
会
員
は
上
り
下
り

も
急
が
ず
、
し
っ
か
り
周
囲
を
確
認
し
て
危
険
を
回
避

し
な
が
ら
作
業
さ
れ
て
い
る
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

　
南
部
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
巡

回
指
導
等
を
通
じ
て
事
故
防
止
の
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

★
除
草
作
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
方
へ

　
南
部
事
務
所
で
は
、
除
草
作
業
へ
の
就
業
を
希

望
す
る
会
員
を
対
象
に
、
随
時
、
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
除
草
作
業
は
、
屋
外
で
の
厳
し
い
お
仕
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

川
崎
区
、
幸
区
、
中
原
区
に
お
住
ま
い
で
除
草
作

業
に
関
心
の
あ
る
方
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
南
部
事
務
所（
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
0
）

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　     

令
和
６
年
７
月
３
日（
水
）

　
高
津
区
に
あ
る
蓮
花
寺
に
お
け
る
屋
外
清
掃
作
業
の

現
場
を
中
部
事
務
所
の
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策

員
と
職
員
２
名
の
計
４
名
で
巡
回
し
ま
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

                  

令
和
６
年
７
月
10
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
令
和
６
年
度
第
１
回
中

部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
実
施
し
ま
し

た
。

　「
令
和
６
年
度
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
報
告
」

「
熱
中
症
の
予
防
」「
植
木
・
除
草
作
業
会
員
へ
の
熱
中

症
予
防
の
周
知
」
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
事
務
局
か

ら
報
告
・
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
事
故
発
生
状
況
と
し
て
、
中
部
事
務

所
で
は
傷
害
事
故
は
昨
年
度
に
対
し
て
半
分
以
下
に
減

少
し
た
も
の
の
、
賠
償
事
故
が
１
件
増
加
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
事
務
所
と
し
て
は
令
和
６
年
度
は
事
故

減
少
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
新
旧
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
名
と
事
務
局

職
員
４
名
が
出
席
し
、
所
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
「
出
席

者
の
自
己
紹
介
」「
家
事
援
助
・
子
育
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
及
び
実
績
つ
い
て
」「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

具
体
的
な
役
割
及
び
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
」
の
順
に

進
行
し
ま
し
た
。

　
前
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、「
実
体
験
を
踏

ま
え
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
に
つ
い
て
」
の
説
明

が
あ
り
、
新
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
業
務

内
容
や
、
業
務
で
留
意
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
の
質

問
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　 

◆
家
事
援
助
・
子
育
支
援
サ
ー
ビ
ス

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
説
明
会

令
和
６
年
５
月
15
日（
水
）

　
北
部
事
務
所
１
階
会
議
室
に
お
い
て
、
家
事
援
助
・

子
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
の
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
北
部
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ま
で

１
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
同
業
務
を
担
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
方
が
勇
退
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

後
任
と
し
て
２
名
の
方
に
、
同
業
務
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
お
二
方
に
事
務
所
へ
来
所
い
た
だ

き
、
同
業
務
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

安全・適正就業対策会議の様子

巡回の様子

業務説明会の様子
!"#$%&'()!"*+,
-./01234567089



相
談
会
実
施
の
お
知
ら
せ

講
習
会
実
施
の
お
知
ら
せ

（８）

開催日及び回数

月

8

9

10

開催日

9日（金）

13日（金）

11日（金）

23日（金）

27日（金）

25日（金）

回

1回

2回

人数

3名

3名

相談時間

  9:00～10:25

10:35～12:00

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
能
や
使
い
方
、
ス
マ
イ
ル

ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
の
登
録
方
法
等
に
つ
い
て
、
気
軽
に

相
談
で
き
る「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
相
談
会
」を
実
施
し
、

会
員
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に
つ

い
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
以
前
、「
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
」
の
登
録
案
内

を
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
、
登
録
が
上

手
く
い
か
な
い
方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

対
　
　象
　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

定
　
　員
　
本
部
事
務
所
会
場
　
36
名

（
事
前
予
約
制
、
先
着
順
、
令
和
６
年
8
月
1
日
（
木
）

よ
り
予
約
受
付
開
始
）

会
　
　場
　本
部
事
務
所
会
場
　
　
　

　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
わ
さ
き
１
階

　
　
　
　
　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

会
議
室
（
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
下
車
約
15
分
）

受
講
料
　
無
料 
※
教
室
・
講
習
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
相
談
会

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
礎
を
習
得
す
る
た
め
の
、

操
作
と
文
字
入
力
、
設
定
等
か
ら
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
操

作
や
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
等
の
実
機
体
験

を
行
う
初
心
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
既
に
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
が
使
い
方

に
不
安
が
あ
る
な
ど
、
初
心
者
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
　
　象
　
60
歳
以
上
の
川
崎
市
民
で
、

　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数
　
20
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
習
日
時
　
令
和
６
年
９
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

講
習
会
場
　
川
崎
市
多
摩
市
民
館  

３
階  

視
聴
覚
室

　
　
　
　
　
川
崎
市
多
摩
区
登
戸
１
７
７
５
―
1

　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
南
武
線
「
登
戸
駅
」
か
ら
徒
歩

10
分
、
小
田
急
線
向
ヶ
丘
遊
園
駅
北
口

か
ら
徒
歩
５
分
）

受
講
料
　
無
料

申
込
締
切
日
　
令
和
６
年
８
月
23
日
（
金
）

※
申
込
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

申
込
み
方
法

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
左
記
の
必
要
事
項
を

ご
確
認
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
令 

⑤
電
話

番
号 

⑥
会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
）

（
公
財
）川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

経
営
課

電
　
話
　
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会

※
相
談
時
は
、
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
相
談
時
に
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
パ
ス
ワ
ー
ド
、 

　
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
方
は
、 

Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
Ｉ
Ｄ
、

　
そ
の
他
の
方
は
Ｇ
メ
ー
ル
と
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
パ

ス
ワ
ー
ド
な
ど
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
お
答
え
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
急
遽
中
止
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

申
込
み
・
お
問
合
せ

　（
公
財
）川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
課

　
電
　
話
　
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

配分金支払日のお知らせ

7月分

8月分

9月分

8月26日（月）

9月25日（水）

10月25日（金）

7月分から9月分の配分金支払日は次のとお
りです。

※配分金は、月末で締め、翌月25日（金融機関が休
日の場合は翌営業日）に指定された口座に、お支
払いします。 

※配分金は、月末で締め、翌月25日（金融機関が休
日の場合は翌営業日）に指定された口座に、お支
払いします。 


